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はじめに

機械学習を用いた特徴抽出で、定量的に材料評価ができます。

機械学習の適応による
ULV-SEM像からの析出物高度解析

Cat.No 3E6J-080-00-230914 

機械学習では、大量の画像データを簡単に処理解析することができます。広範囲を観察できる走査電子顕微鏡（SEM)で
得られた画像を解析することで、代表性が高い特定組織の数やサイズ分布を得ることができ、材料特性との関係を定量的
に議論することが可能です。当社では、検出される二次電子や反射電子の信号取込を制御し、特定の金属組織[1]や析出
物[2]をSEM像コントラストから識別・可視化する技術と機械学習とを組み合わせることで、組織観察から画像解析まで一貫
した解析をご提供いたします。

機械学習を用いた特徴抽出事例

鉄鋼中の析出物をAIで抽出した例を図1に示します。2つのモードで観察したSEM像を組み合わせることで、3種の析出物
が存在していることがわかります。単純な画像の二値化処理では、異なる種類の析出物を正確に識別できないことがあり
ます（c）。同じ輝度の異なるものを区別できない、あるいは認識できない場合もあります。ULV-SEMで取得した画像に対し
機械学習を用いた解析によって、3種類の粒子を判別し抽出することができます（d）。
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図1 （a） インレンズ二次電子像、（b）アウトレンズ二次電子像
（c） （a）画像を用いた二値化処理による特徴抽出（赤色部：抽出結果）
（d） 機械学習による特徴抽出 (d1)特徴抽出した析出物、(d2) (a)の画像上に重ねた抽出析出物
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